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〔対象と方法〕 進行胃癌２２例を対象とした． その切

除新鮮凍結標本について免疫組織染色を行い， 胃癌細

胞 に お げ る ＫＬＡ－ＤＲ 抗 原 の 発 現 状 態， リ ン パ 球 の 浸

潤 程 度 を 検 索 し た． 狂ＬＡ－ＤＲ 抗 原 の 発 現 状 態 は 名 段 階

で 評 価 し， ｒ ±
を 減 弱 例，十， 十 を 発 現 例 と し た． リ ン

パ 球 の 浸 潤 程 度 は， １ｍｍ
２あ た り の リ ン パ 球 数 を 計 測

し
， 判 定 し た．

〔結 栗〕 ＨＬＡ－ＤＲ 抗 原 の 減 弱 例 は ９ 例 （４１％）， 発 現

例 は１３例 （５９％） み ら れ た１ そ の 発 現 と 胃 癌 の 進 行 程

度， 組 織 型 と の 間 に は 一 定 の 関 連 は 認 め な か っ た． 浸

潤 リ ン パ 球 数 は， 減 弱 例 で は９２４±２６８／ｍｍ
２
， 発 現 例 で

は工，５７８±３４７／ｍ㎜
２で， 発 現 例 で 有 意 に 多 が っ た （ｐ〈

Ｏ．０１）． こ の 成 績 よ り， 発 現 例 で は 腫 瘍 局 所 に リ ンパ 球

カ葦多 く 浸 潤 し， 抗 腫 瘍 性 免 疫 麻 答 が 発 現 す る こ とカミ示

唆 さ れ た
．

１２、 マ ウ ス 肝 転 移 モ デ ル に お け る 肝 類 洞 内 お よ び 脾

リンパ球の解析

（第二病院外科）

吉 松 和 彦 ・ 遠 藤 俊 吾 ・ 木 下 淳 ・カ固藤 博 之 ・

森 正 樹 ・ 芳 賀 駿 介 ・ 小 川 健 治 ・ 梶 原 哲 郎

〔目 鋤 転移局所における免疫応答を調べるために

腫瘍投与方法により３群に分けたマウス肝転移モデル

を 作 製 し， 肝 転 移 結 節 数， 肝 類 洞 内 お よ び 脾 リ ン パ 球

の 表 面 抗 原 を 解 析 し た．

〔方法〕 肝転移作製方法は麓瘍門脈内投与前に皮下

に腫瘍移植する群（１群）， 腫瘍門脈内投専前に ＭＭＣ

処理した腫瘍細胞を３回皮下接種する群（２群）， 無処

置で麗瘍門脈内投与する群 （３群） で門脈内投専後１４

日 に 犠 牲 死 さ 竜 た．

〔結果〕 肝転移結節数は１群と２群で３群より転移

数 淡 少 な く 転 移 は 抑 徹 さ れ た． 肝 類 洞 内 リ ン パ 球 サ ブ

セ ッ ト を み る と 王 群 と ２ 群 で は ＣＤ３， Ｃ
Ｄ４， ＣＤ８陽 性

細 胞カミ増 え， 特 に，ＣＤ８陽 性 細 泡 が 増 加 し て い た． ま
た

３ 群 で は 洲Ｋ１．１陽 性 細 胞カ 潴 加 し て い た． 脾 で は 肝 類

洞 内 で み ら れ た 変 化 は 認 め ら れ な か っ た．

以 上 よ り ！， ２ 群 に お け る 肝 転 移 の 抑 制 に は Ｍ 頁Ｃ

拘東性の免疫応答が関与している可能性カ雪示唆され

淀

．

１３． 細菌牲スーパー抗 原の生体 毒性発現 の機序と

加 肋ｏトレランスの生体防御的役割

（微生物学免疫学） 藤巻わかえ・

厳 小 傑 ・ 李 暁 宇 ・ 内 山 竹 彦

ス ー パ ー 抗 原 性 外 毒 素 の 生 体 毒 性 は， 外 毒 索 に よ る

直接の毒作用ではなく， 丁 細胞活性化を介して産生さ

れ る サ イ トカ イ ン （主 に ＴＮＲα） に よ る 生 体 の 嚢 常 反

応 で あ る と 推 測 さ れ て い る． ス ー
パ ー 抗 原 の 一 つ で あ

る ブ ド ウ 球 菌 エ ン テ ロ ト キ シ ン Ａ （ＳＥＡ） は ト キ シ ッ

ク シ ョ ッ ク 症 候 群 の 原 因 外 毒 素 の 山 つ で あ る．
我 々 は

その生体毒性の発現機序を検討する目的で， 各種条件

下 の マ ウ ス に お け る ＳＥＡ の 致 死 作 用 や サ イ ト カ イ ン

の 動 態 を 穣 討 し た．

ＣＤ盈除 去 マ ウ ス は ＳＥＡ の 致 死 作 用 を 免 れ 淀 躯 ＣＤ８

除 去 マ ウ ス は 致 苑 的 だ っ た こ と か ら， 毒 性 発 現 に は

Ｃ 脳十細 胞 が 関 専 し て い る と 恩 わ れ た． こ の 致 死 作 用

は，ＳＥＡ 前 投 専 で ト レ ラ ン ス を 誘 導 す る か， 抗 ＴＮＦα

抗 体 を 前 投 与 す る こ と に よ り， 圓 避 で き た． 以 上 よ り，

生 体 毒 性 発 現 に は 主 に ＣＤ４＋細 胞 カ書関 与 し て い る こ

と， ＣＤ逐
十細 胞 に ト ン ラ ン スカ茎誘 導 さ れ 生 体 防 御 に 役

立 っ て い る こ と， 毒 素 発 瑚 こ は ＴＮＦα カ 注 役 を 演 じ

て い る こ と が 示 唆 さ れ た
．

１４． 小 児 ネ フ１コ ー ゼ 症 候 群 に お け る 禽 Ｉ鯛 血 症 の

検討

（腎 臓 小 児 科） 酒 本 置 郎 ・

甲 能 深 雪 ・ 伊 藤 克 己

〔営的〕 小児特発性ネフローゼ症候群 （ネ症） に高

ＩｇＥ血症やアレルギー性疾患の合餅頻度カ塙 く， ネ症

発 症 機 序 に お い て ア レ ル ギ ー の 関 与 カミ指 摘 さ れ て い

る． 今 回 腕 清 Ｉ餌 値，ＩｇＥ 産 生 調 節；こ関 わ る Ｂ 細 砲 表

面 マ ー カ ー で あ る ＣＤ２３，
ＣＤ２３を 誘 導 す る サ イ ト カ イ

ン で あ る ＩＬ－４の 動 態 に つ き 検 討 し た．

〔結 果〕 ＭＣＮＳ の 再 発 時 に お い て， ＣＤ２３百 分 率，

ＣＤ２３／ＣＤ１９カミ有 意 に 増 加 し た こ と， ＣＤ１９百 分 率，

ＣＤ１９陽 性 で ＣＤ２３陰 性 細 胞 百 分 率 に 変 動 カミ認 め ら れ

な か っ た こ と か ら，ＣＤ２３カミ増 加 し た こ とカ書明 ら か と な

り ＭＣＮＳｌこ お け る 成 熟 Ｂ 細 砲 の 増カ日に は ＣＤ２３発 現

の 関 専 カ 添 唆 さ れ た
．
ＣＤ２３百 分 率 と ＩＬ・４濃 度 と カ 旺

の 相 関 を 示 し，ＣＤ２３／ＣＤ１９と 血 清 ＩｇＥ 健カ
葦正 の 楯 関 を

示 し た こ と か ら， ＭＣＮＳ に 施 け る 高 ＩｇＥ 施 症 の 発 症

機 序 と し二て， ＩＬ－４に 誘 導 さ れ た ＣＤ２３カミＩｇＥ 産 生 充 進

に 関 連 す る と 示 唆 さ れ た．

１５． 膜型免疫グ［１プリン関遵蛋白の融合蛋白作製に

ついて

（神経内科） 清水優子・

Ｐｅｔｅｒ Ｋ．
Ｇｒｅｇｅｒｓｏｎ ・ Ｎ曇ｃおｏ－ａｓ Ｃｈ｛ｏｒ 秘 ｚ…

（目 的〕 近 年， ＭＢ１遺 伝 子 で あ る Ｉｇ一α， Ｂ２９の 遺 伝

子 産 物 で あ る Ｉｇ一β は Ｂ 細 胞 表 面 で ｍＩｇＭ と 非 薬 有 結

合 し， Ｂ 細 泡 の シ グ ナ ル 伝 達， 分 化， 活 燈 化 に 重 要 で

あ る こ とカ書解 明 さ れ た． 我 々 は こ れ ら の 蛋 白 の 特 徴 を
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